
■長期的な視点を持った人にやさしい行政経営の推進

▽後期基本計画の開始とともに、基本計画推進プランを策定し、「ともに創る　文化育むまち～水と
緑の狛江」の実現に向け、重点施策の着実な推進と指標等の進捗管理を徹底します。

▽旧狛江第四小学校跡地整備基本計画に基づき、必要な調査等を実施するとともに、庁内関係部署と
連携して設計に向けた仕様の調整等を進めます。

▽市民センター内に移転する市民活動支援センターの運営日を拡大し、センターの認知度の向上や市
民活動への新たな層の取り込みなど市民活動の拠点としての機能強化を進めます。

■持続可能な財政運営の推進

▽令和７年国勢調査を反映する令和８年度交付税の算定では、人口減が影響し、交付額の減も見込ま
れます。将来世代への責任として、中期財政計画の財政規律（基準）に基づく財政運営を堅持し、財
政基盤の強化に取り組みます。

▽市民総合体育館の大規模改修、新図書館の整備、旧狛江第四小学校跡地の整備など、多額な普通建
設事業費へ対応するため、基金の積立てに努めるとともに補助金の活用などより多くの財源確保に向
けて検討します。

■全庁的なDXの推進

▽狛江市DX戦略の目指すべき方向性となる「庁内のDX」、「行政サービスのDX」、「地域社会の
DX」の考え方に基づいて、狛江市のDXを組織横断的に進めていきます。

▽「狛江スマートシティ・リビングラボ」を中心に地域コミュニティの活性化を進めるとともに、東
京都の「地域を主体とするスマート東京先進事例創出事業」を活用して、防災をテーマにスマートシ
ティを推進します。

▽DX研修の実施や、DX推進監の所見を活用した実務研修の実施、DXの取組事例・先行自治体の実績
等を情報提供することで、各職場で推進の核となるDX人財の育成を進めます。

■新しい価値の創出とシティセールスの推進

▽「デザインの力で、市の事業にインパクトと付加価値を。」をコンセプトに、市の事業に”デザイ
ン”を加えることで、ターゲットとの質の高いコミュニケーションを目指します。

▽広報こまえの年間テーマ設定やデザイン変更を行う等、計画的・戦略的な広報活動を推進します。
また、調布・狛江のPR部の更なる活用等、若い世代の視点を取り入れた情報発信を推進します。

▽山梨県北杜市白州町の市有地の利活用について、令和6年度の未来戦略会議の報告を踏まえた、トラ
イアル事業を展開します。

■理想的なライフ・ワーク・バランスの実現

▽多様な働き方や研修等による自己研鑽の推進と年次休暇の取得促進（目標13日）により、職員一人
ひとりの「私生活と仕事の好循環」を図り、仕事の生産性を高めます。

▽チームワークとコミュニケーションを重視し、立場・役職にこだわることなく自由闊達に意見が言
える職場を目指します。

▽職員一人ひとりが自身の「働きやすさ」と「働きがい」の増進を目指し行動します。
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令和７年度　「企画財政部の方針」



■安心して暮らせる安全なまちを目指します

▽令和6年度に実施した多摩川堤防決壊50年や能登半島地震等を踏まえた訓練、イベント等を通じて
高まっている市民の防災意識が、実際の防災行動につながるような訓練を行うとともに、日頃の備え
や防災情報をまとめた防災ガイドを刷新し、全戸配布するなど、自助共助の備えの強化を図ります。
また、災害時における媒体ごとの情報発信のタイムラグ等を解消するため、防災情報一斉配信システ
ムを導入します。

▽手口が多様化、巧妙化し、被害額が増加している特殊詐欺対策として、被害に遭いやすい高齢者に
対する自動通話録音機の貸出し数・貸出し機会を増やすとともに、市から送付する封書の中に注意喚
起チラシを同封するなど、福祉保健部とも連携しながら対策を講じ、被害防止を図ります。

▽全国で被害が相次いでいる住宅強盗など、体感治安の悪化を払しょくするため、住宅への防犯機器
等設置助成制度について、東京都の緊急補助制度を活用し補助率・補助上限額を拡大し、各家庭にお
ける防犯対策を推進します。また、市の防犯カメラの設置を引き続き進めるなど、令和６年に続き、
千人当たりの刑法犯認知件数が都内市区で一番少ない安全なまちを目指します。

▽消防団の消防ポンプ車を更新するなど、消防力のさらなる強化を図るとともに、引き続き消防署、
消防団、市で連携して防火防災の啓発を進め、火災による死者ゼロを目指します。

■未来を見据えた働き方を進めます

▽2040年問題等によるなり手不足に備えて確実な人財確保に努めるとともに、職員のキャリア形成
を支援し、将来を見通しながら長く働ける環境づくりを進めます。また、職員の多様なライフスタイ
ルに対応した働きやすい職場を目指します。

▽新人財育成基本方針に基づき、職員として使命感や主体性を持ち、人権を尊重し常に市民の視点を
持って職務を遂行する人財、マルチに働ける人財、職員のＩＴパスポート取得促進などによるデジタ
ル人財など、将来にわたって活躍できる人財育成を行います。

■利用しやすい庁舎づくりと契約制度の見直しを行います

▽市役所駐輪場の適正な運用を徹底するほか、庁舎案内をわかりやすいものにするなど、利用しやす
い庁舎づくりを進めます。

▽物価や人件費の高騰による契約不調の回避や市内事業者の育成促進に向け、競争性を担保しながら
近隣市の動向や事例も参考に契約制度の見直しを行います。

■公共施設整備を着実に進めます

▽市民センター改修、新図書館建設、総合体育館改修といった大規模施設の工事について、それぞれ
進捗管理を徹底し、近隣住民の理解を得ながら遅滞なく進めます。

▽「旧狛江第四小学校跡地整備基本計画」に基づき、新施設の整備に向け、関係部と連携、調整しな
がら基本設計の具体化を進めます。

▽公共施設整備計画に基づき、長期的な視点に立ちながら各施設の状況に応じて計画的かつ効果的に
設計、工事を進めます。（狛江第五小学校、狛江第六小学校、狛江第三中学校、緑野小KoKoA、文化
財等保管施設等）

方
針
１

方
針
２

方
針
３

方
針
４

令和７年度　「総務部の方針」



■まちのにぎわいの創出と魅力の発信

▽狛江の地域資源を活かした四季折々のイベントを実施し、市内外から来られる方々と一緒に狛江を盛
り上げ、市への愛着と誇りを高めます。

▽「第38回絵手紙友の会全国大会in東京」のエコルマホール開催にあわせ、絵手紙散策マップの更新
やスタンプラリーの実施により、市内の回遊性向上を図ります。また、新たな駅前空間でのコンサート
など、「音楽の街－狛江」の取組を推進します。

▽市内での撮影を積極的に受け入れ撮影支援を進めるとともに、映画など撮影に関係のある地元企業や
事業者と連携したロケ実績の展示を行い、狛江の魅力を発信します。

▽絵手紙デザインを取り入れたオリジナル商品や狛江産農産物を使った魅力ある商品の開発を市内事業
者とともに進め、新たな魅力を創出します。

■商工業の振興と都市農業の推進

▽新たに策定した狛江市商業振興プラン２０２５で定める基本理念や基本方針に基づき、市内消費の拡
大や安定した経営基盤の確保、狛江らしい創業支援のあり方の検討など、社会情勢や地域課題に対応し
た事業者支援を進めます。

▽駅前等での直売を通じて狛江産農産物のファンを獲得し、都市農業に対する市民の理解を深めます。
また、各種補助金を拡充し、学童農園事業に対する支援に取り組むとともに、狛江版環境保全型農業を
推進します。

▽商工業者、農業者をはじめとした関係団体と顔が見える関係を構築するとともに、地産地消の促進や
観光事業との連携による相乗効果を図り、農商連携を進めます。

■地域コミュニティ活動の活性化と都市間交流の推進

▽町会・自治会の共通課題に対応するため、コミュニティ活動活性化助成金に新たなメニューを加え内
容を拡充し、町会・自治会とともに課題の解消に取り組みます。

▽各運営協議会と連携して、地域・地区センターに新予約システムを、地区センターにはスマートロッ
クを円滑に導入し、地域コミュニティ活動を活性化します。

▽交流事業やイベント等を通じて友好都市との交流を深めるとともに、友好都市を訪れる市民を増やし
交流機会を拡充するため、事業参加者へのフォローを行います。

■自治体情報システムの標準化とＤＸの推進による窓口サービスの充実

▽自治体情報システムの標準化を確実に実施します。

▽戸籍法の改正に伴う制度の変更に適切に対応します。

▽昨年度導入した書かない窓口システムや自動窓口受付システムの予約機能を活用し、利用者の利便性
向上に努めます。また、標準化後のシステムとの連携についても検討します。

■税負担の公平性・公正性の確保と歳入の確保

▽預貯金等調査電子化サービスをシステムの標準化に合わせて導入し、財産調査の迅速化・効率化を図
ります。

▽国民健康保険税の原則口座振替化を踏まえ、Ｗeb口座振替の対象金融機関を拡大し、また、申請受付
から開始までの期間の短縮など利用環境の改善に取組みます。あわせてナッジを活用した口座振替勧奨
を実施し、口座振替利用率の向上を目指します。

▽関係機関と連携してふるさと納税（こまえ応援寄附金）返礼品の発掘・開発を行い、まちの魅力的な
資源の活用と歳入確保に努めます。
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■一人ひとりの状況に合わせた切れ目のない相談支援体制の構築

▽地域福祉の要である民生委員・児童委員の一斉改選が11月末にありますが、引き続き、高い充足率
を維持し、地域の相談窓口として、活動を継続できるよう支援を実施します。

▽総合的・専門的な見地から一人ひとりに寄り添った支援ができるよう地域の相談支援体制を強化し
ます。

■「つながり」を実感できる地域づくり

▽災害時における避難行動要支援者の個別避難計画の作成を推進するため、障がいのある方とつなが
りがある相談支援事業所を作成支援の対象に加え、作成率の向上を図ります。

▽市内事業者を活用したチームオレンジコーディネート事業を実施し、認知症の「共生」と「予防」
を推進します。

■社会参加を進めるシステムづくり

▽病気等により外見の変化に悩みを抱える若者の負担を軽減するため、医療用ウイッグの購入費を助
成します。

▽あらゆる世代の方の健康意識の向上のため、狛江ちゃきちゃき健康ポイントのアプリ導入の構築を
進め、ＤＸ化を推進します。

▽庁舎等の窓口での遠隔手話通訳サービスの導入により、障がい者の情報保障を推進します。

■総合的で切れ目のない生活支援システムづくり

▽単身高齢者等が、医療・福祉施設等への入院・入所手続等の支援や日常生活、死後事務等の支援に
関するサービスを適切に利用できるよう、単身高齢者等支援事業を開始します。

▽専門家によるケアプラン点検の実施などにより、ケアプランの質の向上と適正化を図り、介護サー
ビスの給付の適正化を推進します。

▽オーラルフレイルの予防として口腔機能検査と、ＨＰＶ感染によるがん予防として男子へのＨＰＶ
ワクチン接種費用助成を実施します。

■多機関で協働して支援に当たる体制の構築

▽地域包括支援センター及び基幹相談支援センターによる権利擁護支援と事業所間の連携強化を推進
します。

▽市民の健康寿命を延ばすため、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業を中心として、国民
健康保険における保健事業とも連携し、関係機関と協働の上、全市的に取組みます。
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■子育てしやすいまちづくりに向けた環境の整備

▽子どもの視点に立った施策を総合的に推進し、子どもが自分らしく安心して暮らせるまちづくりに向
けて、その理念を市全体で共有する仕組みとして（仮称）子ども条例を制定します。

▽第3期こまえ子ども・若者応援プラン（令和7～11年度）に基づく施策を着実に推進するため、実施
計画を策定し、子育てしやすいまちづくりと子ども・若者が安心して、健やかに成長できる環境づくり
を進めます。

▽国、東京都が進める子ども・子育て施策の動向を注視し、市においても適時適切に対応を図り、関係
機関・部署と連携して、子育てしやすいまちづくりを進めます。

■切れ目のない子育て支援

▽こども家庭センター、子ども家庭支援センター、児童発達支援センター、教育支援センターが連携
し、妊娠期から乳幼児期、学齢期において、発達や成長過程に応じた切れ目のない支援を推進します。
▽妊娠・出産・乳幼児期における切れ目のない支援に向けて、各段階において、面談、訪問、健診等を
通じた相談支援や、産後ケア、育児支援ヘルパー派遣等の事業を通じて、乳幼児及び保護者の心身の健
康の保持を図ります。
▽新たに実施する０～２歳児の第1子保育料の無償化や３～５歳児の副食費の無償化等、拡充する医療
費助成を円滑に実施するとともに、各種手当・給付金により国、東京都と連携した子育て世帯への切れ
目のない経済的支援を行います。

▽児童福祉と母子保健の連携や関係機関との連携により、不適切な養育につながる可能性のある家庭や
ケアが必要な家庭、ひとり親家庭等の支援ニーズを早期に捉え、適切な支援につなげられるよう相談体
制及び対応力の強化を図ります。

■発達に課題を抱える子どもとその家族への支援

▽児童発達支援センターが市における児童発達支援の中核的な役割を担うことにより、関係機関と連携
し、発達に課題を抱える子どもに対し、個々の状況に応じた療育を行うとともに、保護者が安心して子
育てができるよう適切な支援を行います。

▽専門員による保育園等への巡回相談を実施し、子どもに適した関わり方等の支援を行うほか、発達サ
ポーターの学校への派遣を拡充するとともに、試行的に保育園等へ派遣し、効果検証を行います。

■保育所・学童クラブ等の充実に向けた取組の推進

▽今後の保育需要の見通しを捉え、必要となる受入体制の確保を図るほか、家庭における育児への支援
として、一時預かり等の充実を図るとともに、令和8年度から本格実施が予定されているこども誰でも
通園制度に向けた準備を進めます。

▽新たな病児保育室の早期開設を目指すとともに、長期的な視点に立った事業展開を検討する。

▽学童クラブの民営化による開所時間の延長等のサービスの拡充、長期休業期間中の昼食配送の本格実
施、学習環境の確保や保護者との円滑な連絡手段の確保等を着実に実施し、小学生の放課後対策の充実
を図ります。
▽増加する学童クラブ需要に対応するため、既存施設の受入児童数の拡大や緑野小KoKoAの施設整備
を行うとともに、次年度以降に民営化する学童クラブの円滑な移行や今後の需要を見据えた受入体制の
確保を図ります。
▽子どもが安心して暮らすことができる地域づくりを進めるとともに、子どものサードプレイスとなる
居場所を確保するほか、児童館等での中高生の居場所づくりに向けて検討します。

■DXによる利便性の向上及び業務の効率化の推進

▽各種手続きについて、電子申請等によるオンライン化を進めるとともに、関係部署と連携して情報シ
ステムの標準化を進めます。

▽子育てサイトを中心として、子育て情報の発信強化に取り組みます。

▽公立保育園において、園児記録等の帳票作成業務をICT化し、業務の効率化及び保育現場の負担軽減
を図ることにより、保育の質の確保・向上を支えるとともに、保護者の利便性の向上を図ります。

▽子どもの成長過程に応じた切れ目のない支援を行えるよう子育て・教育支援システムの効率的な運用
等を目指し、新たなシステムの導入を検討します。
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令和７年度　「子ども家庭部の方針」



■２０５０年ゼロカーボンシティ実現に向けた取組

▽狛江市環境基本計画を総合的かつ計画的に進めることを目的とした「第３期狛江市環境保全実施計
画」を作成します。

▽ゼロカーボンシティの実現に向け連携協定を締結している茅野市、小諸市、東京ガス㈱と協定に基
づく事業を継続するとともに、連携による事業拡充を通じて脱炭素社会の実現に向けた取組を推進し
ます。

▽新たに物流等の運輸部門の脱炭素を図るため、狛江市地球温暖化対策用設備導入助成事業の対象機
器に宅配ボックスを追加し、二酸化炭素排出抑制を推進します。

■安全・快適な生活環境の確保と持続可能な社会づくり
　 豊かで多様な自然と共生する水と緑のまちづくり
▽市内の環境モニタリングを強化するため、公共施設の災害対策用井戸を対象とした有機フッ素化合
物（PFOS・PFOA）の水質検査を実施します。

▽狛江市かわまちづくり計画に基づき、多摩川の市場性、利用ニーズ等を検証するための社会実験を
引き続き行うとともに、多摩川五本松の魅力をより多くの方々に再認識していただくための解説板を
設置します。

▽西河原公園（水神前側）にあるコンクリート滑り台を含む公園施設の更新に伴い、公園利用者の意
見を取り入れたリニューアル計画を作成します。

■持続可能な下水道による安全で快適なまちづくり

▽令和元年東日本台風による再度災害を防止するため、浸水被害軽減総合計画に基づく多摩川及び根
川雨水幹線流域の設計等を着実に進めるとともに、水防法に基づく雨水出水浸水想定区域図を作成し
ます。

▽下水道施設の機能を維持するため、狛江ポンプ場の耐水化、耐震化工事を完了させるとともに、下
水道管の老朽化による勾配不良を解消するための詳細設計を実施します。

▽私たちの生活に欠くことのできない下水道を持続可能なものとするため、下水道事業をとりまく環
境を踏まえた今後の効果的な事業運営の方針を定める「狛江市下水道総合計画」を改定します。

■持続可能な循環型社会形成に向けた廃棄物削減

▽ごみの減量と資源化を推進するため、新たな取組である低熱分解型アップサイクルユニットによる
実証実験を進めます。

▽一人ひとりの取組がごみ減量につながるため、ごみの分別方法、ごみ処理経費等を分かりやすく周
知し、一人ひとりの意識改革を促します。

▽私たちの生活に欠くことのできないごみ処理を持続可能なものとするため、第14期ごみ半減推進審
議会の中で、専門家、事業者、市民と共に検討を進めます。

■DXを活用した幅広い世代の環境意識の醸成

▽３D都市モデルを活用して得られた太陽光発電ポテンシャルについて、こまエコ通信等により周知
を行い、環境意識の醸成や設置促進に取り組みます。

▽狛江市地図情報サービスに掲載した下水道台帳について、利便性の向上を市民や事業者等に体感し
ていただくため、こまエコ通信等により周知を行います。

▽市民の利便性向上やごみ処理への理解促進を図るため、Ｗｅｂによる粗大ごみ受付やＳＮＳや動画
を活用したごみの減量・分別方法等の情報発信を継続します。
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令和７年度　「環境部の方針」



■人にやさしい機能的なまちをつくります

▽市民の利便性、都市の防災性、交通環境の向上を目指し、道路網の基幹となる都市計画道路事業を
着実に進めます。土地開発公社を効果的に活用し、用地の取得を計画的に進めます。

▽都市計画によるまちづくりを推進し、都市計画事業中の地域における事業完了を見据え、沿道及び
周辺区域の良好な住環境の確保等、まちの将来像を定め、地区計画の策定等を検討します。

▽緑豊かな魅力ある公園づくりを目指し、（仮称）駒井公園整備工事を着実に進めます。歴史的資源
の適切な保存のため、（仮称）白井塚公園の擁壁の設計を進めます。

■市民や関係機関と連携したまちづくりを推進します

▽狛江駅南口、都営狛江団地、水道道路周辺、旧狛江第四小学校等の区域のまちづくりの推進につい
て、市民や事業者、地区協議会及び関連機関等と連携して、事業計画を検討します。

▽地区協議会への支援を行い、地区まちづくり構想が市の施策等に照らして適切である場合は、地区
まちづくり計画の策定を目指します。

▽住宅の耐震化を促進するため、助成制度の拡充をいたします。管理不足の空家等を減らすため、所
有者への個別の指導・措置を行います。

■安心安全なまちづくりを着実に進めます

▽快適で安心安全な歩行空間を提供するため、根あがり対策や視覚障がい者誘導ブロックの設置をし
ます。

▽市民が快適かつ安全に通行できる道路・橋りょうを実現するため、道路修繕計画・橋りょう長寿命
化計画・自転車ネットワーク計画等に基づき設計・整備工事を着実に実施します。

▽災害復旧を迅速に進めること等からも有効である地籍調査事業について、先進自治体の手法等を参
考に今後の境界確定業務のあり方を検討します。

■DXを推進させ市民サービスを充実します。

▽公開型・統合型地理情報システムに関して、より効果的な運用に向け情報収集を行い、サービス向
上など業務改善を目指します。都市計画に関する窓口業務の更なる削減を目指し、調査・検討を継続
します。

▽市内の公共交通の利便性の向上のため、次世代交通の可能性を検討します。

▽自転車ヘルメット購入費助成等の電子申請やSNSを利用した広報を引続き実施します。
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■子どもが自らの人生を切り拓いていく力の育成

▽子どもたちが人権尊重の精神を生活の中で生かしていくことができる人権教育を実践するとともに、
人権教育悉皆研修等の実施により、教員の人権意識の向上を図ります。

▽グローバルに活躍できる持続可能な社会の創り手を目指し、基礎的・基本的な知識・技能の伸張を図
り、健康でたくましく、国や郷土を愛する心の涵養を図る実践を推進します。

▽子どもの健康と体力づくりの推進を図るため、対象学校を全市立小学校に拡充し、５・６年生を対象
に、引き続き民間屋内プール施設を活用した水泳指導の試行事業を実施します。

■子どもに寄り添った誰一人取り残さない教育の推進

▽狛江第一中学校、狛江第二中学校及び狛江第三中学校に校内教育支援センターを設置し、学校法人と
連携しながら、中学校区ごとのゾーンによる新たな不登校対策に取り組みます。

▽教育支援センターの相談機能の強化により、不登校対策の充実を図るとともに、共生社会の形成に向
けて児童・生徒個々の状況に応じた適切な支援により特別支援教育の充実を図ります。

▽学級経営サポートシステム（ＷＥＢＱＵ）による迅速な分析等を活用し、教員の学級経営力向上を図
るとともに、いじめの未然防止や体罰根絶、キャリア教育、安全教育等の実効性を高めます。

▽学習支援ツール等の効果的な活用により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図り、主
体的・対話的で深い学びに向けた授業改善に努めます。

■家庭・地域・学校で子どもの学びを支える教育環境の整備

▽第４期狛江市教育振興基本計画（狛江市教育大綱）の開始とともに、この計画に示した教育施策を推
進するために新たに「教育政策監」を配置します。

▽小中学校９年間を通じて子ども達を育むコミュニティ・スクールと地域による学校支援の仕組みであ
る地域学校協働活動を一体的に推進します。

▽各ゾーンで目指す義務教育9年間で育てる姿を目指して、様々な教育課題の解決に向けて学校運営協
議会と協働して小学校・中学校の接続を意識した地域に根ざした教育課程を編成します。

▽労働安全衛生体制を確立するとともに、リモートワークシステム等を効果的に活用して、教員が働き
がいや働きやすさを実感し、子どもたちの学びを支えられるよう教育DXを推進します。

■生涯を通じた学びの充実とスポーツの推進

▽「こまえみらいテラス」が開館します。公民館、図書館、市民活動支援センターの三つの機能が融合
し、児童図書コーナーやティーンズルーム等は子どもの居場所や主体的な活動の場として、また新たに
設置するスタディルーム等、生涯を通じた学びの場として多くの市民に利用される施設を目指し準備を
進めます。
▽義務教育終了後も、生涯にわたってスポーツや文化・芸術に親しむ機会が確保できるように、学校と
地域、関係団体等が協働して支援します。

▽施設利用者の利便性向上のため、公共施設の予約システムを更新し、キャッシュレス決済やスマート
ロックを導入することで、これまで各窓口への来庁等が必要であった手続きの見直しを図ります。

▽より一層のスポーツの推進を図るため、市民総合体育館の大規模改修を計画的に進めます。防災機能
も備えた旧狛江第四小学校跡地については、新たな体育施設として整備検討を進めます。

■歴史・文化への理解と継承

▽狛江の歴史や文化を身近に感じられる場所のひとつとして整備予定の（仮称）白井塚古墳公園の整備
工事に先立ち、白井塚古墳礫槨保存調査を実施します。

▽出土遺物の再整理やレプリカの作製などを通じて、出前授業の充実を図るなど、出土遺物の積極的な
活用を進めるとともに、狛江の歴史や文化の継承を図ります。

▽市内に守り伝えられてきた歴史的な遺産や文化財等の活用を通じて狛江への愛着をはぐくみ、狛江の
歴史や文化の継承のため、文化財等保管施設の整備を進めます。
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■議会活動がさらに活性化するよう支援します

▽議会運営課題解決のために、他市議会事務局との意見交換等により情報や資料等を収集し、課題解
決に向けて議会を補佐します。

▽議会活動の活性化や市民に議会の活動がより見えやすくなるよう、地方自治法で定める公聴会の活
用や市民の声を聴くことができる機会など、議会から求められた際に備えて他市の好事例等の情報収
集に努めます。

▽年２回の予定で行う議員向けの研修会について、ハラスメント研修の他、タイムリー性のあるテー
マの提案や、議員自身に受講したいテーマを募る等によって研修内容を充実させることで、議会活動
のさらなる活性化に寄与します。

■議会を身近に感じていただけるよう、開かれた議会をめざします

▽本会議や委員会の傍聴者数の増やインターネット中継へのアクセス数の伸びにつながる事例につい
て、先進事例を研究します。

▽ホームページにおいて、議会の仕組み等を子ども向けに分かりやすく紹介するページを作成するこ
とで、議会に興味を持ってもらえるきっかけをつくります。

▽障がいのある方が議員になっても差支えなく議員活動ができるよう、議場の一部バリアフリー化に
ついて検討します。

■議会DX を推進します

▽過去の紙ベースで保存している会議録のＰＤＦ化を引き続き進めるとともに、会議録の電子化に向
けた調査・研究を進めます。

▽委員会の委員・公述人のオンライン参加や、議事日程などの電子データ配付について、議会や執行
機関と調整し、具体的な運用方法案を必要に応じて提案します。

▽紙ベースで配布している議会傍聴者用資料について、ペーパーレス化に向けて、他市の事例等も含
めて調査・研究を行います。

■人事改選後の新体制による円滑な議会運営をめざします

▽議長、副議長、各委員会等の人事改選について、各会派との連絡調整を適切に行い、新体制での議
会運営が円滑に進むよう、事務局として補佐機能の向上に努めます。

▽議会運営が円滑に行われるよう、研修の実施や関係法令等の理解、先例や申合わせ事項を把握する
とともに、執行機関との的確な調整に努めます。

▽令和７年度は、令和８年度の東京都市議会議長会会長市の前年度として副会長市を務めることか
ら、翌年度の円滑な市議会議長会の運営に向けた様々な手法を学びます。
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